
 

 

融資相談ヒアリング 

完全ガイド 

融資相談の初回面談を強力に進めるための保存版 

士業・コンサルタントのための実務質問集と判断基準 

現場でそのまま使える質問例と、専門家として必要な見立てのポイントをまとめています。 
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１ このガイドの使い方 

融資相談の面談は、士業・コンサルタントが経営者から信頼を得る最初の大きな機会になりま

す。ただ質問を並べるだけでは不十分で、質問からどのように状況を把握し、最適な方向性を

見立てるかが重要です。 

 

このガイドでは、融資相談で必ず確認すべき 10項目を取り上げ、それぞれについて以下の内容

をまとめています。 

 

 
  

入口と深掘りの質問例 確認すべき数字 判断基準 

 
 

よくある落とし穴 専門家としての見立て方 

 

 

面談は、質問の順番と深さによって相手の理解度が大きく変わります。 

相談者の言葉に流されず、数字と事実に基づいて状況を整理する姿勢が、信頼獲得につながり

ます。 

 

    

 

 

また、質問によって得た情報を、金融機関がどのように評価するかを押さえることも欠かせま

せん。支援の成否は、質問 ➡ 見立て ➡ 判断 ➡ 提案 の一連の流れが一貫しているかどうかで

決まります。 

 

まずは、この質問集を使って、初回面談の土台をつくるところから始めてください。 

 

質問 見立て 判断 提案
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２ 融資相談で必ず確認すべき 10 項目 

 

1. 相談者の現状と目的 

この項目は、全体の方向性を見定めるための最初の入り口になります。 

相談者自身がうまく言語化できていないケースも多いため、丁寧に背景を聞きながら本音

を引き出していくことが重要です。 

 

目的 

１．相談の背景と本音を整理する 

２．案件の種類（運転資金、設備資金、返済負担の軽減、創業など）を 

正確に把握する 

３．相談者が置かれている状況を、数字と事実に基づいて理解する 

 

入口質問 

面談冒頭で、相談者が話しやすくなるよう、負担感のない質問から始めます。 

 今回、融資を検討されるようになった経緯を教えていただけますか。 

 最近、資金面で気になっている点があれば教えてください。 

 事業の状況を、簡単にお聞かせいただけますか。 

 

深掘り質問  

相談者の言葉には、表向きの理由と本音が混在することがあります。数字に触れすぎない

範囲で背景を深く確認します。 

 資金繰りが特に厳しくなるのは、月のどのタイミングですか。 

 もし資金が確保できた場合、事業にどのような変化が起きそうですか。 

 資金面の不安が解消されたら、経営上どの部分が最も助かると感じますか。 
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最初の段階では細かな数字は不要ですが、大まかな規模感は押さえておきます。この確認

によって、相談者の感覚と数字の整合性をつかむことができます。 

 

判断基準 

・相談内容と数字が一致しているか 

・相談者が抱えている本当の課題はどこか 

・融資によって改善できる課題と、改善できない課題が明確か 

 

相談者の語る目的が数字と矛盾している場合、そこに大きな気づきがあります。 

 

 

よくある落とし穴 

相談者の表現をそのまま受け止めてしまい、実態と乖離したまま次のステップへ進んでし

まうこと。特に、運転資金の不足を設備投資のためと説明するケースは珍しくありません。 

 

 

専門家としての見立て方 

相談者の話の中から、 

 

この二つを切り分けて考えると、本当の目的が見えやすくなります。 

 

また、経営者は不安を正確に言葉にできないことが多いため、質問の順番と深さによって

本音を安心して話せる環境をつくることが大切です。   

何をしたいか 何を防ぎたいか

数字の確認 

✔ 現預金残高は、現在どれくらいありますか。 

✔ 毎月の売上と固定費は、おおよそどれくらいでしょうか。 
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2. 必要金額と資金使途 

融資審査で最も重視されるポイントのひとつが、必要金額の根拠です。 

必要額が曖昧なまま申請すると、担当者の理解が得られず、通過率が一気に下がります。 

 

目的 

１．金額の根拠を確認し、説明できる状態に整える 

２．資金使途が具体的で、論理的かどうか判断する 

３．相談者の希望金額と現実的な必要金額の差を把握する 

 

入口質問 

 今回必要と考えておられる金額は、どれくらいでしょうか。  

 その金額は、どのような使い道を想定されていますか。 

 

深掘り質問 

 設備の場合、見積書はどの時点の内容でしょうか。 

 運転資金の場合、どの期間を乗り切るための準備でしょうか。 

 使途の中で、金額が大きくなる部分はどこでしょうか。 

 

数字の確認 

✔ 設備資金であれば、見積書の金額と一致しているか 

✔ 運転資金であれば、売上回収と支払サイトから算出した必要額か 

✔ 仕入や外注、在庫の増減と連動しているか 

 

判断基準 

・金額の根拠が説明可能か 

・必要額の算定に無理がないか 

・調達金額と返済能力のバランスが取れているか 
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よくある落とし穴 

相談者が「多めにもらっておきたい」と考えてしまい、実態とかけ離れた申請額になって

しまうこと。 

金融機関は金額の妥当性を非常に重視するため、根拠のない金額は逆効果になります。 

 

 

 

専門家としての見立て方 

必要額は、相談者の希望ではなく、数字から導き出すことが重要です。 

設備の場合は見積書の精度、運転資金の場合は入出金の流れを整理することで、適正金額

が明確になります。 
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3. 資金繰りの現状 

資金繰りは融資審査の根本となる部分です。 

どれだけ良い計画でも、現在の資金繰りの状態が不安定だと通過は難しくなります。 

 

目的 

１．支払いと入金の流れを把握し、詰まりがどこにあるか確認する 

２．今後の資金繰り改善の方向性を見立てる 

 

入口質問 

 月の中で、最も資金が減るタイミングはいつですか。 

 入金と支払いの主なサイクルを教えてください。 

 

深掘り質問 

 売上が入金されるまでの期間はどれくらいですか。 

 支払いの前倒しや、入金遅延が発生することはありますか。 

 ここ数ヶ月で資金繰りが特に厳しかった時期はありますか。 

 

数字の確認 

✔ 月商と固定費 ✔ 現預金残高 

✔ 仕入や外注の支払サイト ✔ 売掛金の回収期間 

 

判断基準 

・固定費に対する粗利の構造 

・月商に対する現預金の確保割合 

・支払いサイクルに無理がないか 
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よくある落とし穴 

資金繰りの話になると、相談者が感覚で説明しがちなこと。 

数字で確認せず、相談者の感覚に依存すると、誤った判断につながります。 

 

 

専門家としての見立て方 

入出金を時系列で並べるだけで、多くの課題が浮かび上がります。 

特に月末支払いに偏りがあると資金繰りは苦しくなりやすく、この構造が融資審査に影響

します。 
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4. 既存借入と返済状況 

既存借入の情報は、融資審査に直接影響します。 

返済能力、返済負担、滞りの有無は、担当者が最初に確認する項目です。 

 

目的 

１．返済負担が適正かどうか判断する 

２．返済遅延や条件変更の履歴を把握する 

３．相談者の返済姿勢を確認する 

 

入口質問 

 現在、どこから、どれくらいの金額を借りておられますか。 

 毎月の返済額は、どれくらいでしょうか。 

 

深掘り質問 

 返済が厳しいと感じる月はありますか。 

 過去に返済が遅れたことはありますか。 

 条件変更の相談をされたことはありますか。  

 

数字の確認 

✔ 年間返済額 ✔ 返済比率（年間返済額と粗利のバランス） 

✔ 短期借入と長期借入の比率 ✔ 金利負担 

 

判断基準 

・返済負担が事業規模に対して適正か 

・返済の遅延理由が合理的か 

・追加融資後の返済総額を無理なく維持できるか 

 



融資相談ヒアリング 完全ガイド 

 

 11 © 株式会社ネクストフェイズ 

 

よくある落とし穴 

相談者が返済負担を軽く見積もってしまい、実際の負担感と食い違うこと。 

特に、返済比率が高いまま新規借入を希望すると、審査が厳しくなります。 

 

 

専門家としての見立て方 

返済履歴は相談者の姿勢を表す指標になります。 

遅延がある場合も、理由と改善策が説明できれば、評価が大きく変わります。 
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5. 売上と利益の見通し 

金融機関は、将来の収益性を重視します。 

数字の根拠が曖昧なまま予測を語ると、担当者の不信感につながります。 

 

目的 

１．売上と利益の構造を理解する 

２．予測の妥当性を判断する 

３．事業の継続性を支える根拠を整理する 

 

入口質問 

 最近の売上はどのように推移していますか。 

 今後半年から一年の見通しをどのように考えていますか。 

 

深掘り質問 

 売上の変動に最も影響する要因は何でしょうか。 

 今後、売上が伸びる根拠となる行動はどれですか。 

 固定費が上昇する予定はありますか。 

 

数字の確認 

✔ 粗利率の推移 ✔ 既存顧客と新規顧客の割合 

✔ 販売単価と数量の見通し ✔ 変動費と固定費の構造 

 

判断基準 

・予測に現実性があるか 

・過去の推移と整合性があるか 

・売上増加の根拠が行動ベースで説明できるか 
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よくある落とし穴 

売上予測が前向きすぎること。 

数字に基づかない予測は、担当者から見るとリスクの高い案件となります。 

 

 

専門家としての見立て方 

売上の根拠を、数量と単価に分解して確認することで、計画の実現可能性が見えてきます。 

利益の構造を押さえることで、融資後の返済可能性を客観的に説明できるようになります。  
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6. 税金・社会保険料の納付状況 

税金や社会保険料の滞納は、融資審査で最も重視される項目のひとつです。 

日常の資金繰り管理能力を示す指標として扱われるため、必ず確認が必要です。 

 

目的 

１．滞納の有無と背景を把握する 

２．経営管理の姿勢や改善余地を判断する 

３．融資後の返済能力に問題がないか確認する 

 

入口質問 

 税金や社会保険料について、納付はスムーズにできていますか。 

 もし遅れがある場合、どの期間のものか教えてください。 

 

深掘り質問 

 納付が遅れた理由は、どのような状況が影響していますか。 

 現在は納付の見通しが立っている状態でしょうか。 

 分納や相談をしたことはありますか。  

 

数字の確認 

✔ 滞納額 ✔ 期間 

✔ 分納計画の内容 ✔ 直近の納付状況 

 

判断基準 

・滞納の原因が一時的なものか、構造的なものか 

・今後の改善が現実的に見込めるか 

・分納計画が返済能力と整合しているか 
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よくある落とし穴 

経営者は税金の遅れを言いづらく、面談の終盤になってようやく話すことがある。 

最初に必ず確認しないと、支援方針が大きくずれることがあります。  

 

 

専門家としての見立て方 

税金の遅れは、資金繰りの限界点を示すサインでもあります。 

金額よりも、理由と改善行動の有無が重要で、融資審査では姿勢が大きく評価されます。 
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7. 決算内容と財務の安定性 

融資審査で決算書が占める割合は大きく、数字の整合性と経営の安定性が確認されます。 

 

目的 

１．事業の土台となる収益力と財務体質を把握する 

２．利益構造と資金繰りの整合性を確認する 

３．融資後の持続可能性を判断する 

 

入口質問 

 前期の決算は、どのような結果でしたか。 

 直近の業績と比べて、変化はありますか。 

 

深掘り質問 

 粗利率が変動した理由はどこにありますか。 

 特に負担の大きい経費項目はありますか。 

 在庫の評価や売掛金の状況に気になる点はありますか。 

 

数字の確認 

✔ 粗利率の推移 ✔ 販管費の構造 

✔ 借入金と自己資本のバランス ✔ 在庫と売掛金の回転状況 

 

判断基準 

・赤字でも通るケースか 

・黒字でも通らないケースか 

・財務内容と相談者の説明が一致しているか 
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よくある落とし穴 

決算書の内容を相談者が把握しておらず、融資担当者との会話がかみ合わないこと。 

説明が不十分だと、事業の信頼性を損ないます。 

 

 

専門家としての見立て方 

数字の強みと弱みを短時間で整理し、相談者が自信を持って説明できる状態に導くことが

大切です。 
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8. 必要書類の準備状況 

必要書類の準備は、融資審査の進み方を大きく左右します。 

書類の欠落が多いと、担当者の印象が悪くなり、検討が遅れてしまいます。 

 

目的 

１．書類の揃い具合と相談者の準備姿勢を確認する 

２．提出の優先順位を整理する 

３．書類の内容と相談者の説明の整合性をチェックする 

 

入口質問 

 ご準備いただいている書類について、現状を教えてください。 

 決算書や申告書など、直近のものは手元にありますか。 

 

深掘り質問 

 試算表は最新の状態でしょうか。 

 資金使途に関する書類は、どの程度整っていますか。 

 提出が難しい書類はありますか。 

 

数字の確認 

✔ 決算書と試算表の差異 

✔ 売上の反映時期 ✔ 設備の見積金額 

 

判断基準 

・必要書類が正確か 

・説明と書類が整合しているか 

・不足分が短期間で揃うか 
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よくある落とし穴 

書類の不足を軽視してしまい、結果的に審査が止まってしまうこと。 

相談者が必要書類を正確に把握していないケースも多く見られます。 

 

 

専門家としての見立て方 

書類は融資審査の言語そのものです。 

まずは揃えるべき書類のリスト化を行い、相談者が自力で動ける状態をつくることが大切

です。 
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9. 相談者の返済姿勢・コミュニケーション力 

融資は数字だけで決まるものではありません。担当者が「この人なら返済してくれる」と

思えるかどうかが、大きな評価ポイントになります。 

 

目的 

１．相談者の誠実さや姿勢を把握する 

２．担当者とのコミュニケーションの相性を判断する 

３．支援方針の立て方に反映する 

 

入口質問 

 これまで金融機関とどのように付き合ってこられましたか。 

 担当者と話す際に、不安や気になる点はありますか。 

 

深掘り質問 

 過去に融資担当者とトラブルを感じた経験はありますか。 

 金融機関に相談する際、どのような点で困りやすいですか。 

 数字の説明に苦手意識はありますか。 

 

数字の確認 

✔ 数字そのものを見るよりも、数字をどう説明できるかを確認する。 

 

判断基準 

・相談者が正確に話せるか 

・不利な点も隠さずに伝えられるか 

・担当者が理解しやすい話し方ができるか 
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よくある落とし穴 

相談者が担当者に対して構えてしまい、必要な情報を十分に伝えられないこと。 

意図せずマイナス評価につながるケースがあります。 

 

 

専門家としての見立て方 

相談者が自信を持って話せるよう、事前に説明練習をするだけで印象は大きく変わります。 
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10. 融資が妥当かどうかの総合判断 

最終的には、事業全体のバランスを踏まえて融資の妥当性を判断します。 

 

目的 

１．融資によって事業が改善するか整理する 

２．返済可能性を冷静に評価する 

３．申請すべきか、別の選択肢を取るべきか判断する 

 

入口質問 

 融資を受けた場合、事業にどのような変化が起きるとお考えですか。 

 融資以外で検討している手段はありますか。 

 

深掘り質問 

 今回の融資によって、最も改善したい点はどこですか。 

 返済が始まってからの資金繰りは、どのように見込んでいますか。 

 

数字の確認 

✔ 返済比率 ✔ 粗利と固定費のバランス 

✔ 融資後の資金繰り表 

 

判断基準 

・融資により事業が前向きに進むか 

・返済に無理がないか 

・他の手段より合理的か 
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よくある落とし穴 

融資ありきで話が進み、事業の改善と返済可能性の整合が取れていないケース。 

申請しても不利になることがあります。 

 

 

専門家としての見立て方 

相談者にとって本当に必要な融資かどうか、数字と計画をもとに冷静に判断する姿勢が求

められます。 

 



 

 

まとめ｜融資相談ヒアリング時の質問リスト  

１．相談者の現状と目的  

入口質問  

 今回、融資を検討されるようになった経緯を教えていただけますか。  

 最近、資金面で気になっている点があれば教えてください。  

 事業の状況を、簡単にお聞かせいただけますか。  

深掘り質問  

 資金繰りが特に厳しくなるのは、月のどのタイミングですか。  

 もし資金が確保できた場合、事業にどのような変化が起きそうですか。  

 資金面の不安が解消されたら、経営上どの部分が最も助かると感じますか。  

数字の確認  
✔  現預金残高は、現在どれくらいありますか。  

✔  毎月の売上と固定費は、おおよそどれくらいでしょうか。  

 

２．必要金額と資金使途  

入口質問  
 今回必要と考えておられる金額は、どれくらいでしょうか。  

 その金額は、どのような使い道を想定されていますか。  

深掘り質問  

 設備の場合、見積書はどの時点の内容でしょうか。  

 運転資金の場合、どの期間を乗り切るための準備でしょうか。  

 使途の中で、金額が大きくなる部分はどこでしょうか。  

数字の確認  

 設備資金であれば、見積書の金額と一致しているか  

 運転資金であれば、売上回収と支払サイトから算出した必要額か  

 仕入や外注、在庫の増減と連動しているか  

 

３．資金繰りの現状  

入口質問  
 月の中で、最も資金が減るタイミングはいつですか。  

 入金と支払いの主なサイクルを教えてください。  

深掘り質問  

 売上が入金されるまでの期間はどれくらいですか。  

 支払いの前倒しや、入金遅延が発生することはありますか。  

 ここ数ヶ月で資金繰りが特に厳しかった時期はありますか。  

数字の確認   月商と固定費   現預金残高仕入や外注の支払サイト   売掛金の回収期間  

 

４．既存借入と返済状況  

入口質問  
 現在、どこから、どれくらいの金額を借りておられますか。  

 毎月の返済額は、どれくらいでしょうか。  

深掘り質問  

 返済が厳しいと感じる月はありますか。  

 過去に返済が遅れたことはありますか。  

 条件変更の相談をされたことはありますか。  

数字の確認  
✔  年間返済額  ✔  返済比率（年間返済額と粗利のバランス）  

✔  短期借入と長期借入の比率金利負担  

 

５．売上と利益の見通し  

入口質問  
 最近の売上はどのように推移していますか。  

 今後半年から一年の見通しをどのように考えていますか。  

深掘り質問  

 売上の変動に最も影響する要因は何でしょうか。  

 今後、売上が伸びる根拠となる行動はどれですか。  

 固定費が上昇する予定はありますか。  

数字の確認  
✔  粗利率の推移  ✔  既存顧客と新規顧客の割合  

✔  販売単価と数量の見通し  ✔  変動費と固定費の構造  

  



 

 

まとめ｜融資相談ヒアリング時の質問リスト 

６．税金・社会保険料の納付状況  

入口質問  
 税金や社会保険料について、納付はスムーズにできていますか。  

 もし遅れがある場合、どの期間のものか教えてください。  

深掘り質問  

 納付が遅れた理由は、どのような状況が影響していますか。  

 現在は納付の見通しが立っている状態でしょうか。  

 分納や相談をしたことはありますか。  

数字の確認  ✔  滞納額  ✔  期間  ✔  分納計画の内容  ✔  直近の納付状況  

 

７．決算内容と財務の安定性  

入口質問  
 前期の決算は、どのような結果でしたか。  

 直近の業績と比べて、変化はありますか。  

深掘り質問  

 粗利率が変動した理由はどこにありますか。  

 特に負担の大きい経費項目はありますか。  

 在庫の評価や売掛金の状況に気になる点はありますか。  

数字の確認  
✔  粗利率の推移  ✔  販管費の構造  

✔  借入金と自己資本のバランス  ✔  在庫と売掛金の回転状況  

 

８．必要書類の準備状況  

入口質問  
 ご準備いただいている書類について、現状を教えてください。  

 決算書や申告書など、直近のものは手元にありますか。  

深掘り質問  

 試算表は最新の状態でしょうか。  

 資金使途に関する書類は、どの程度整っていますか。  

 提出が難しい書類はありますか。  

数字の確認  ✔  決算書と試算表の差異  ✔  売上の反映時期  ✔  設備の見積金額  

 

９．相談者の返済姿勢・コミュニケーション力  

入口質問  
 これまで金融機関とどのように付き合ってこられましたか。  

 担当者と話す際に、不安や気になる点はありますか。  

深掘り質問  

 過去に融資担当者とトラブルを感じた経験はありますか。  

 金融機関に相談する際、どのような点で困りやすいですか。  

 数字の説明に苦手意識はありますか。  

数字の確認  ✔  数字そのものを見るよりも、数字をどう説明できるかを確認  

 

１０．融資が妥当かどうかの総合判断  

入口質問  
 融資を受けた場合、事業にどのような変化が起きるとお考えですか。  

 融資以外で検討している手段はありますか。  

深掘り質問  
 今回の融資によって、最も改善したい点はどこですか。  

 返済が始まってからの資金繰りは、どのように見込んでいますか。  

数字の確認  ✔  返済比率  ✔  粗利と固定費のバランス  ✔  融資後の資金繰り表  
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３ 融資支援の全体像マップ 

初回面談の質問は、融資支援全体のごく一部にすぎません。 

実務では、次の 6 つの流れが一貫しているかどうかが成果を左右します。 

 

  

 

こうした一連の流れを押さえることで、融資支援は再現性がある実務へと変わります。 

  

１．現状把握（ヒアリング）

•今回まとめた10項目の質問により、状況を正確に把握する段階です。

ここでの聞き取りが浅いと、以降の判断がすべて不正確になります。

２．課題の整理

•資金繰り、返済負担、売上構造、税金の遅れなど、問題点を見える

化し、優先順位をつけます。

３．方向性の判断

•融資が妥当かどうか、種類は何が最適か、金額はいくらか、審査さ

れやすい形に整えるための判断を行います。

４．必要書類の準備

•決算書、試算表、資金使途資料、見積書など、書類と説明内容の整

合性を整えます。士業が最も能力を発揮しやすい部分です。

５．金融機関とのコミュニケーション

•紹介経由なのか、初訪問なのか、担当者の意図がどこにあるのか。

担当者とのやり取りの質で、審査の進み方は大きく変わります。

６．融資後のサポート

•融資はゴールではありません。返済計画、資金繰り管理、税金や保

険料の納付の安定化など、長期的に事業を改善する視点が求められ

ます。

1 

2 

3 

4 

5 

6 
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４ 次の一歩 

ここまで読んでいただいた方は、融資支援に強い関心をお持ちの士業・コンサルタントだ

と思います。 

 

融資相談の初回面談で必要なのは、質問力だけではなく、数字の読み取り、資金繰りの整

理、金融機関との対話、そして融資後の支援まで見通す総合的な視点です。 

今回の質問集は、その入り口にすぎません。 

 

実務として融資支援を行うには、次のようなノウハウを体系的に学ぶ必要があります。 

✔ 運転資金の正確な算定方法 

✔ 面談の進め方と、金融機関が重視する説明ポイント 

✔ 融資を通しやすくする書類の整え方 

✔ 赤字企業でも融資が通る判断軸 

✔ 融資後の資金繰り管理と経営改善の基本 

 

これらを短期間で習得していただくために、融資支援ノウハウ習得セミナーを開催してい

ます。 

 

初回面談の質問方法から、金融機関との付き合い方、融資を通す実務の流れまで、再現性

のある形で身につけていただける内容です。 

学んだその日から、相談者との面談で必ず役に立ちます。 

 

より深く、実務で使える融資支援の技術を身につけたい方は、ぜひセミナーにご参加くだ

さい。 

 

融資支援ノウハウ習得セミナー 

https://www.npc.bz/fp-shigyou/ 
右記 QR コードから詳細をご覧いただけます ▶▶▶ 

 

https://www.npc.bz/fp-shigyou/
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